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第1・2期生 女：10名　　合計：10名　（1期生5名、2期生5名）
回答数 2 回答率 20.2%

1．本学卒業生について
評価基準
　評価4　　そう思う 評価3　ややそう思う
　評価1　　全く思わない

1)看護学の基礎的な理論をもとに、対象を理解できる。 2)対象の健康課題を分析し、問題点を明らかにできる。
評価4 1 評価4 0
評価3 1 評価3 1
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 1

3)対象に合わせた看護を実践している。 　　　　　　　 4)科学的根拠を理解し、看護援助を実施している。
評価4 1 評価4 1
評価3 1 評価3 0
評価2 0 評価2 1
評価1 0 評価1 0

5)看護の対象と適切な関係を形成している。 　　　　　　　 6)チーム医療の重要性を認識し、多職種等と連携している。
評価4 2 評価4 2
評価3 0 評価3 0
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 0

7)対象の人権を尊重し、擁護する倫理観がある。 　　　　　　　　8)自ら疑問をもち、問題解決に向けて努力できる。
評価4 2 評価4 1
評価3 0 評価3 0
評価2 0 評価2 1
評価1 0 評価1 0

9)人的・物理的・経済的な資源を調整できる。 10)専門職として自己研鑽している。
評価4 0 評価4 0
評価3 2 評価3 1
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 1

11)専門職としての将来の目標を持っている。 12)自己の看護観を形成し、他者に表現できる。
評価4 0 評価4 1
評価3 2 評価3 1
評価2 0 評価2 0
評価1 0 評価1 0
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評価2　あまり思わない
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2-1．職種について

2-2．在学中に学んで身についた、現在の看護に活かされていると思うこと
・ 分娩介助技術。妊娠期、産褥期の保健指導全般。母親役割獲得過程に合わせたケア。

2-3．在学中にもっと学んでおけばよかったと思うこと
・

2-4．卒業後に感じた自己の成長や変化について
・

2-5．卒業後に取得した資格
・

2-6．将来の目標・今後取得したい資格について
        ≪今後取得したい資格≫

・

2-7．大学や後輩へメッセージ等
・

2-8．現在、働いている病院施設は卒業時と同じか

2-9．卒業時に就職した病院・施設の退職時期と退職理由、現在の就業先
       ≪現在の就業先≫

・ 青森県立中央病院

入職時　　保健師：1名　 助産師：1名　 看護師：0名　 准看護師：0名　 その他：0名
現在　 　　保健師：1名　 助産師：1名　 看護師：0名　 准看護師：0名　 その他：0名

新生児蘇生法インストラクター

1．卒業時と同じ：2名　　　２．卒業時と異なる：0名

特になし。

青森県の周産期医療の質向上に向けて、一緒に頑張っていきましょう。

アドバンス助産師。母乳育児ラクテーションコンサルタント。

自分で考えて行動する力がついた。自己研鑽を続けることの大切さを学んだ。
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